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西宮歴史調査団通信2017年4月号
３
月
の
活
動
報
告
会
で
は
、
各

班
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
、

熱
の
こ
も
っ
た
報
告
が
続
き
ま
し

た
。
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
だ
っ
た
私

は
、
つ
い
つ
い
制
限
時

間
を
甘
め
に
計
っ
て
し

ま
い
、
ベ
ル
を
押
す
手
が
た
め
ら

い
が
ち
に
（
で
も
力
強
く
）
、
鳴
ら

し
ま
し
た
。
結
果
、
休
憩
時
間
を

短
縮
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
て
、
調
査
団
に
と
っ
て
は
、

活
動
報
告
会
は
言
う
な
れ
ば
年
越

し
行
事
で
す
ね
。
無
事
、
歳
が
明

け
（
年
度
が
替
わ
り
）
、
新
し
い

一
年
が
始
ま
り
ま
す
。

今
年
は
、
ど
ん
な
出
会
い
、
気

づ
き
、
学
び
、
発
見
が
あ
る
で
し

ょ
う
か
？

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
ワ
ク
ワ

ク
の
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！

平
成
29
年
度
も
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
   （ 西
尾
嘉
美
）

平
成
29
年
３
月
25
日
に
尼
崎

市
立
小
田
公
民
館
で
開
か
れ
た

「
歴
史
遺
産
保
存
活
用
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
尼
崎
」
で
、
西
宮
歴
史

調
査
団
を
代
表
し
て
粟
野
光
一

さ
ん
に
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
ご
登

壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他

は
、
尼
崎
市
の
「
富
松
城
跡
を

活
か
す
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
」
、
伊
丹
市
の
「
御
願
塚

�
�
�
�

史

跡
保
存
会
」
、
豊
中
市
の
「
と

よ
な
か
・
歴
史
と
文
化
の
会
」

で
す
。
調
査
団
か
ら
は
、
荒
木

知
さ
ん
・
井
上
太
刀
夫
さ
ん
・

倉
田
克
彦
さ
ん
が
聴
講
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
尼
崎

と
そ
の
周
辺
市
で
、
文
化
財
の

保
存
・
活
用
に
関
わ
る
活
動
を

し
て
い
る
市
民
グ
ル
ー
プ
４
団

体
が
集
ま
っ
て
、
互
い
の
活
動

を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

現
状
や
課
題
に
つ
い
て
、
情
報

を
交
換
し
交
流
し
よ
う
と
い
う

企
画
で
す
。

当
日
は
、
約
80
人
の
聴
衆
を

前
に
、
西
宮
歴
史
調
査
団
の
始

ま
り
か
ら
現
在
に
至
る
経
緯
な

ど
に
つ
い
て
、
写
真
を
交
え
つ

つ
、
20
分
ほ
ど
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
後
半
に
は
、
４
団
体

の
報
告
者
と
と
も
に
、
現
状
・

課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

４
団
体
の
中
で
も
っ
と
も
長

い
歴
史
を
も
つ
御
願
塚
史
跡
保

存
会
は
、
結
成
50
周
年
と
い
う

こ
と
で
、
今
年
は
さ
ま
ざ
ま
な

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
お

り
、
そ
の
継
続
力
と
企
画
力
に

会
場
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

西
宮
以
外
の
３
団
体
は
、
い

ず
れ
も
保
存
活
用
す
る
遺
跡
・

建
物
が
あ
り
、
文
化
遺
産
に
対

す
る
取
り
組
み
方
が
我
が
調
査

団
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
い
ま
す
。

一
方
で
高
年
齢
化
と
若
い
世
代

の
取
り
込
み
と
い
う
共
通
の
課

題
も
あ
り
ま
し
た
。

取
り
組
み
方
が
違
う
と
は
言

え
、
郷
土
の
歴
史
に
興
味
を
持

つ
点
で
は
一
緒
で
す
。
粟
野
さ

ん
は
じ
め
、
聴
講
い
た
だ
い
た

３
人
の
団
員
さ
ん
も
、
「
同
志
」

の
広
が
り
を
感
じ
て
い
た
だ
け

た
の
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

ち
な
み
に
、
場
所
を
変
え
た

自
主
的
な
交
流
会
（
通
称
：
２

次
会
）
で
は
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん

で
賑
や
か
な
交
流
が
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
の
は
、
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
（ 西
尾
嘉
美
）

年
度
始
め
に
当
た
っ
て

歴
史
遺
産
保
存
活
用
フ
ォ
ー
ラ
ム
 in
尼
崎
　
参
加
報
告
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西宮歴史調査団通信2017年５月号

本市の北部に位置する名塩で、現在手すき
和紙が漉かれていることは、歴史に関心のあ
る調査団のみなさんに改めて語る必要はない
でしょう。

また、その手漉き和紙の技術が「名塩雁皮
紙」として国の無形文化財に指定されている
こと、「名塩紙技術」として兵庫県の無形文
化財に指定されていることもよくご存知だと
思います。

こうした伝統的な技術が名塩に残された背
景には、その技術が村外にもれないよう徹底
して守ってきたことがあると思われます。そ
の理由の一つに藩札や私札の原紙として使用
されていたことがあります。製紙の技術はも
ちろん、各藩からどのように発注を受けてい
たのかなど詳しいことは、資料が残っていな
いためわかりません。残っていなかったとい
うよりは、むしろ意図して残さなかったと考
えられます。

その藩札発行に関わる数少ない資料が、今
回紹介する西宮市指定重要有形文化財「名塩
産藩札文書と名塩の私札」です（昭和52年3
月9日指定）。苦楽園三番町にある公益財団
法人黒川古文化研究所に伝わっています。

その内容は、名塩の藩札に関する文書７通
と私札40枚です。文書は、いずれも明治以
降の資料ですが、原紙の見本とその下に値段

が記されており、大変貴重です。また、発注
元の藩も知ることができ、ベールに包まれた
藩札発行にかかる経緯がうかがえます。

①山城淀藩宛て藩札原紙寸法値段書（見本四
枚添え）明治元年

②馬場儀三郎宛て肥前平戸藩藩札原紙注文書
（見本三枚添え）明治元年
③播磨林田藩宛て藩札原紙寸法値段書（見本

四枚添え）明治2年
④薩摩鹿児島藩注文藩札原紙代金前借願い

明治２年
⑤薩摩鹿児島藩宛て藩札原紙売上書 明治2年
⑥豊後臼杵藩注文藩札原紙を漉き立てた旨届

け書　明治３年
⑦切手立切紙寸法値段書　酉

私札も漉屋仲間が発行した製紙に関わる特
殊なものです。たとえば、雁皮の仕入・漉草
の踏賃・紙に混入する土の仕入などです。名
塩千軒と称された紙すきの里の往時を見て取
れます。

そして、今年は指定から40年目の記念の年
にあたります。黒川古文化研究所のご好意で
今回特別にこの資料を拝見させていただくこ
とになりました。みなさん、またとない機会
です。じっくり見て目に焼き付けてくださ
い。                                （ 俵谷　和子 ）

数少ない 藩札発行 の資料をたずねて

山
城
淀
藩
宛
て
藩
札
原
紙
寸
法
値
段
書
　
明
治
元
年

黒
川
古
文
化
研
究
所
「
名
塩
産
藩
札
文
書
と
名
塩
の
私
札
」
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編集・影武者（西宮市立郷土資料館）

　文化財を分類すると、まずは建造物、美術工芸品
といった形のあるもの＝有形文化財と、人から人へ
伝えてきた暮らし方・技術などといった形のないも
の＝無形文化財に大きく分けられます。
文化財の調査と言えば、まず「見る」ことから始
まります。有形・無形を問わず、「見る」ことが基
本です。
有形の場合、例えば仏像の姿・持物、建造物の柱
間・屋根構造、掛け軸の本紙の種類など、文化財そ
のものを観察します。でも、これは調査対象文化財
の一面だけを見ているに過ぎません。仏像の底、建
造物の天井裏、掛け軸の裏、古文書が入れてあった
箱…多角的な見方が必要です。
では、無形の場合はと言えば、岡太神社の一時上
臈の供え物、山口の袖下踊りや芦原のしゃこ踊りの
所作などが、「オモテ（まず、見るべき点）」で
す。民俗芸能なら、盆踊りの口説き・ダンジリ唄、
子守歌などの民謡、綿つみ歌などの労働唄の歌詞、
正月・盆などの年中行事での供え物・食べ物が表側
に当たります。そして「ウラ」、芸能ならば、稽古
や準備・後片付け、道具の維持管理、運営組織な
ど、年中行事の準備・後片付け、供え物の作り方な
どが当たります。

有形にしても、無形にしても、文化財の調査をす
ると言うことは、オモテもウラも見なくてはいけま
せん。調査団の皆さんも調査の際には、文化財のオ
モテとウラを意識してみてください。何度も見た文
化財であっても、いろんな発見があると思います。
しかし、ウラ側まで調査をするとなると、非常に
調査しづらくなっています。なぜなら、現代社会に
おいて、無形文化財の継承、特に伝統的な暮らし方
の継承は、危機的です。これからの調査では、とに
かく現状を記録することが急務となっています。
平成29年度からは、市内全域の無形文化財（民
俗）の緊急調査が始まります。調査対象は先に挙げ
た祭礼・民俗芸能・年中行事や暮らし方などです。
地域的にも内容的にも広範囲なので、市域を８地区
に分け、順々に調査に取りかかります。
今回の調査がきっかけとなり、地域文化の意義や
保存に関心を持っていただき、市民の手で次世代へ
と受け継ぐ一助となることを目的としています。
調査は始まったばかりです。調査団のみなさんが
お住まいの地域で、お気づきのことがあれば、是非
お教え下さい。よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　（西尾嘉美）

無形民俗文化財調査のオモテとウラ

岡
太
神
社
一
時
上
﨟
な
ら

オモテ ウ ラ

十一日の儀　供物と共にカイも奉納される カイの準備　シデの折り方にコツがある
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西宮歴史調査団通信2017年７月号
「
槌
・
杵
」
は
、
民
俗
資
料
と
し
て
、
聞
き
取

り
や
記
録
類
・
実
用
例
な
ど
か
ら
用
途
が
認
識

さ
れ
て
お
り
、
考
古
資
料
と
し
て
も
、
民
俗
資

料
と
類
似
す
る
形

の
モ
ノ
が
存
在
す

る
こ
と
か
ら
、

そ
の
用
途
に
つ

い
て
検
討
が
進

ん
で
い
る
資
料

の
一
つ
で
す
。

民
俗
資
料
と

し
て
の
観
点
か

ら
「
槌
・
杵
」

を
み
る
と
、
聞

き
取
り
調
査
や

道
具
に
残
さ
れ
た

使
用
痕
か
ら
日
常

生
活
の
中
で
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
き
た
の

か
を
探
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
「
槌
・
杵
」
は

道
具
が
機
械
化
さ
れ
る

前
、
暮
ら
し
て
い
く
上

で
大
切
な
衣
・
食
・
住

に
お
い
て
か
か
せ
な
い
道
具
で
し
た
。
「
槌
・
杵
」

は
対
象
物
を
「
打
つ
」
道
具
で
す
が
、
特
に
「
槌
」

を
使
う
と
き
の
「
打
つ
」
と
い
う
所
作
が
民
話
や

祝
い
事
な
ど
の
ま
じ
な
い
に
登
場
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
。

一
方
で
、
考
古
資
料
と
し
て
の
「
槌
・
杵
」

は
、
時
代
ご
と
の
形
の
特
徴
や
、
用
途
の
検
討

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
槌
の
形
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
の
か
、
杵
の
形
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
い
く
の
か
、
法
量
で
違
い
が
み
ら
れ

る
の
か
な
ど
、
多
様
な
視
点
で
、
研

究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

研
究
の
基
礎
と
な
る
の
は
、
一

点
一
点
、
実
物
を
観
察
す
る
資

料
調
査
か
ら
で
す
。

今
回
の
研
修
で
は
、
学
芸
員

が
「
杵
」
を
対
象
に
、
民
俗
資

料
と
考
古
資
料
と
い
う
二
つ
視

点
か
ら
資
料
の
取
扱
い
や
観
察

を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
共
通
点

と
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
ま

す
。
そ
し
て
、
「
槌
」
に
つ
い

て
、
実
際
に
資
料
を
観
察
し
、
そ
の

観
察
所
見
の
作
成
を
行
い
、
資
料
調

査
を
実
践
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
々
、
実
物
資
料
と
対
峙
し
、
調

査
を
し
て
い
る
調
査
団
員
の
方
々
に
、

資
料
調
査
の
重
要
性
と
基
本
に
つ
い

て
再
確
認
し
て
も
ら
う
機
会
に
な
れ

ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

（
森
下
 真
企
・
椿
原
 佳
恵
）

民
俗
資
料
と
考
古
資
料
の
「
共
通
点
」
と
「
相
違
点
」

文
化
財
の
調
査
の
基
本
は
、
有
形
・
無
形

を
問
わ
ず
、
「
見
る
」
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
今
回
の
文
化
財
ミ
ニ
研
修
「
文
化
財
調

査
の
タ
ネ
」
で
は
、
有
形
文
化
財
の
う
ち
、

民
俗
資
料
・
考
古
資
料
か
ら
、
「
槌
・
杵
」

を
と
り
あ
げ
ま
す
。

杵

槌

横槌（郷土資料館所蔵）

横杵（郷土資料館所蔵）

文化財調査のタネ
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西宮歴史調査団通信2017年８月号
七
月
一
五
日
か
ら
開
催
し
て
お
り
ま
す
特
別

展
示
は
、
私
に
と
っ
て
長
ら
く
温
め
て
き
た
テ

ー
マ
で
す
。
今
は
展
覧
会
が
無
事
始
ま
っ
て
ホ

ッ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
展
覧
会

が
終
わ
っ
た
ら
心
に
ぽ
っ
か
り
穴
が
あ
く
の
で

は
な
い
か
、
と
思
っ
て
い
る
ほ
ど
、
こ
こ
数
年

は
徳
本
（
と
く
ほ
ん
）
漬
け
で
あ
り
ま
し
た
。

徳
本
を
知
る
き
っ
か
け
は
、
西
川
前
館
長
か

ら
生
瀬
の
淨
橋
寺
に
「
徳
本
の
墓
が
あ
る
。
な

ぜ
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
」
と
質
問
さ

れ
た
こ
と
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
市
指
定
文
化
財
「
岡
本
家
文
書
」

を
輪
読
す
る
研
究
会
の
な
か
で
、
大
庄
屋
日
記

に
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
日
野
町
の
名
号

塔
（
石
）
を
建
立
す
る
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い

る
の
を
発
見
。
衛
藤
さ
ん
と
二
人
現
地
へ
写
真

を
撮
り
に
出
か
け
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い

ま
す
。
で
も
そ
の
日
は
、
ひ
っ
そ
り
建
つ
名
号

塔
の
計
測
と
銘
文
の
記
録
を
終
え
る
と
、
さ
っ

さ
と
帰
っ
た
よ
う
な
…
…
。

研
究
会
で
は
、
衛
藤
さ
ん
が
『
武
庫
郡
誌
』

の
記
事
や
『
研
究
報
告
』
第
五
集
に
あ
る
鳴
尾

地
区
所
在
の
名
号
塔
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
徳
本
は

紀
州
出
身
の
念
仏
行

者
で
、
灘
の
酒
造
家

で
あ
る
吉
田
喜
平
次

が
篤
信
者
と
な
り
、

領
地
内
に
庵
を
設
け

呼
び
寄
せ
た
こ
と
か

ら
毎
月
一
五
日
は
大

勢
の
人
が
徳
本
の
も

と
に
集
ま
っ
た
こ

と
、
実
母
の
宿
願
の

た
め
に
名
号
塔
を
建
立
し
た
こ
と
な

ど
を
知
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
さ
ほ

ど
熱
は
入
ら
ず
数
年
が
経
過
し
ま
し

た
。ス

イ
ッ
チ
が
入
っ
た
の
は
、
ど
の

タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
か
は
も
う
記
憶

に
な
い
の
で
す
が
、
「
西
宮
文
化
」

に
堀
内
泠
氏
の
報
告
が
あ
り
、
市
内

に
は
名
号
塔
が
一
二
基
存
在
し
て
い

る
と
わ
か
り
、
「
よ
し
！
コ
ン
プ
リ

ー
ト
し
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら

か
、
少
し
ず
つ
調
べ
始
め
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

調
査
を
進
め

て
い
く
と
、
民

俗
学
者
宮
田
登

が
「
流
行
神
」

と
評
し
た
よ
う

に
江
戸
や
関
東

を
中
心
に
一
大

ブ
ー
ム
が
巻
き

起
こ
り
、
多
く

の
人
び
と
が
徳
本
と
阿
弥
陀
如
来
と
の
結
縁
を
求

め
て
様
々
な
行
動
を
と
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
も
人
び
と
が
徳
本
に
惹
か

れ
た
の
か
…
。
私
の
導
き
出
し
た
答
え
は
、
展
示

タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
よ
う
に
女
人
救
済
で
す
。

徳
本
の
教
え
は
、
宗
祖
法
然
の
専
修
念
仏
を
実

践
す
る
こ
と
で
し
た
。
「
一
枚
起
請
文
」
に
も
あ

る
と
お
り
、
極
楽
往
生
を
信
じ
日
々
念
仏
を
唱
え

れ
ば
必
ず
往
生
で
き
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
五

障
三
従
（
ご
し
ょ
う
さ
ん
し
ょ
う
）
で
、
一
度
男

性
に
生
ま
れ
変
わ
ら
な
け
れ
ば
往
生
で
き
な
い
女

性
た
ち
は
、
江
戸
後
期
に
お
い
て
も
救
わ
れ
が
た

い
存
在
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
徳
本
は
、
阿
弥
陀

一
仏
だ
け
が
女
性
を
救
う
、
女
性
も
往
生
で
き
る

の
だ
と
強
く
説
い
て
い
っ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う

な
教
え
に
大
名
夫
人
や
大
奥
の
女
中
が
惹
か
れ
て

い
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
夫
や
息
子
た
ち

が
こ
の
女
性
た
ち
の
信
仰
を
支
援
し
た
の
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
怪
僧
徳
本
の
世
界
に
少
し
で
も
触

れ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
  （
俵
谷
　
和
子
）

病人救済図（阿弥陀寺）

徳本名号塔（日野町）

念仏行者徳本 -行脚の足跡と女人救済-
第33回特別展示
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西宮歴史調査団通信2017年９月号
今
回
は
、
遺
跡
か
ら
の

出
土
数
が
多
く
、
ま
た
、

考
古
学
に
お
け
る
弓
矢
研

究
で
も
重
要
な
、
矢
の
先

端
部
で
あ
る
「
鏃
（
矢

尻
）
」
に
注
目
し
て
、
①

素
材
、
②
形
、
③
大
き
さ

と
重
さ
、
の
３
点
に
つ
い

て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
①
素
材
に
つ
い
て
〉

「
石
（
打
製
・
磨
製
）
」

「
骨
（
角
・
牙
）
」

「
木
」
「
青
銅
」
「
鉄
」

な
ど
が
あ
り
、
素
材
に
よ

っ
て
矢
の
機
能
や
用
途
が

異
な
り
ま
す
。

〈
②
形
に
つ
い
て
〉
幅
が

広
い
も
の
（
平

根
）
と
狭
い
も

の
（
尖
根
）
が

あ
り
、
一
般
的
に
、
前
者
は

狩
猟
用
、
後
者
は
戦
闘
用

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
③
大
き
さ
と
重
さ
に
つ

い
て
〉
弥
生
時
代
の
中
頃

に
、
そ
れ
以
前
の
も
の
に

比
べ
、
鏃
が
大
き
く
、
重

く
な
る
傾
向
（
大
型
化
）

が
み
ら
れ
、
そ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
弓
矢
が
「
狩
猟

具
」
か
ら
「
武
器
」
へ
と

変
化
し
た
と
す
る
興
味
深

い
研
究
が
あ
り
ま
す
。

以
上
が
考
古
学
か
ら
の

弓
矢
（
鏃
）
の
見
ど
こ
ろ

の
一
例
に
な
り
ま
す
。
博

物
館
で
素
通
り
し
が
ち
な

「
鏃
」
で
す
が
、
今
後
は

上
記
の
ポ
イ
ン
ト
で
観
察

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
　
　
（
瀬
尾
）
　

打
製
石
鏃
　
い
ろ
い
ろ

文
化
財
調
査
の
タ
ネ

考
古
学
か
ら
み
る
弓
矢
〈
鏃や
じ
りの

研
究
〉

民俗行事にみる弓矢
今
回
は
、
無
形
文
化
財

（
祭
礼
）
の
場
で
み
る

弓
矢
を
紹
介
し
ま
す
。

弓
矢
が
中
心
的
役
割

を
す
る
祭
礼
に
｢的
射

ま
と
い

｣

が
あ
り
ま
す
が
、
西
宮
市

内
で
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

兵
庫
県
全
域
に
視
野
を

広
げ
る
と
、
的
射
行
事
は

南
あ
わ
じ
市
・
明
石
市
・

加
古
川
市
・
神
戸
市
・
三

田
市
で
お
こ
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
明
石
市
藤
江
の

御
崎

み
さ
き

神
社
の
「
藤
江
の
的

射
」
は
明
石
市
無
形
民

俗
文
化
財
に
、
神
戸
市

北
区
淡
河

お
う
ご

八
幡
神
社
の

「
御
弓
神
事
」
は
兵
庫

県
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
に
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

的
射
を
大
別
す
る
と
、

歩
射

ぶ
し
ゃ

と
流
鏑
馬
が
あ
り

兵
庫
県
下
で
は
歩
射
が

多
く
み
ら
れ
ま
す
。
い
ず

れ
の
行
事
も
的
を
射
る

こ
と
で
悪
霊
邪
気
を
射

伏
し
封
じ
込
め
よ
う
と

い
う
願
い
が
こ
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
的
射
行
事

の
ほ
と
ん
ど
が

新
年
に
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
行
事

を
支
え
て
い
る

の
は
、
頭
屋
・
宮
座
の

組
織
で
あ
る
こ
と
が
多

く
、
氏
子
の
代
表
で
あ

る
「
射
手

い
て

」
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
資
格
や
精
進
潔

斎
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

祭
礼
な
ど
の
行
事
に

行
か
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
そ

れ
を
支
え
る
人
た
ち
や

当
日
以
前
の
動
き
に
も

目
を
向
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
す
る
と
、
行
事
の

「
見
学
」
が
「
調
査
」
に

近
づ
い
て
い
き
ま
す
。

（
早
栗
）

左＝淡河八幡神社御弓神事（射手）　右＝淡河八幡神社御弓神事（的）
掲載写真：http://kilokino.exblog.jp/10865414/ より

、
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西宮歴史調査団通信2017年10月号
「
井
戸
」
と
聞
い
て
、
ど
う
い
う

情
景
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？

井
戸
に
は
大
別
し
て
湧
き
水
を
利

用
す
る
も
の
と
、
地
下
水
を
利
用
す

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
地
下
水
の
場

合
、
帯
水
層
ま
で
掘
っ
て
水
を
得
る

掘
り
井
戸
、
よ
り
深
い
不
透
水
層
に

管
を
打
ち
込
ん
で
、
吹
き
出
し
た
水

を
溜
め
る
掘
り
抜
き
井
戸
が
あ
り
ま

す
。
井
戸
の
構
造
は
基
本
的
に
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
使
わ
れ
方

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

『
西
宮
市
史
』
第
１
巻
に
は
、
昭

和
30
年
代
の
井
戸
に
つ
い
て
水
質
調

査
結
果
も
含
め
て
書

か
れ
て
い
ま
す
。
民

俗
調
査
の
聞
き
取
り

も
参
考
に
な
り
ま
す
。
近
世
以
前
な

ら
、
古
文
書
を
紐
解
く
の
が
調
査
の

基
本
と
な
り
ま
す
。

近
世
中
期
の
旧
上
瓦
林
村
の
日
記

（
岡
本
家
文
書
）
に
は
、
井
戸
に
関

す
る
記
述
が
数
カ
所
出
て
き
ま
す
。

わ
ず
か
な
分
量
で
す
が
、
そ
こ
か
ら

得
ら
れ
る
情
報
は
豊
富
で
す
。
ま

ず
、
干
ば
つ
時
に
、
田
畑
の
水
を
得

る
手
段
と
し
て
井
戸
を
掘
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
材
料
は
桶
や
瓦
な

ど
を
使
い
、
今
津
や
西
宮
か
ら
桶
屋

な
ど
が
雇
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
地
盤
が
固
か
っ
た
り
、
壊
れ
た

り
、
苦
労
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

西
宮
市
内
の
井
戸
と
い
っ
て

も
、
水
質
に
よ
り
村
ご
と
に
違

い
が
あ
り
ま
し
た
。
井
戸
の
使

わ
れ
方
を
調
べ
て
み
る
だ
け
で

も
、
そ
の
地
域
の
特
徴
が
見
え

て
く
る
は
ず
で
す
。
さ
ら
に
、

古
文
書
を
使
っ
て
近
世
以
前
ま

で
調
査
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
も

お
勧
め
し
ま
す
。
　
　
　

（
衛
藤
　
彩
子
）

文
化
財
調
査
の
タ
ネ

西
宮
市
の
埋
蔵
文
化
財

の
調
査
に
お
い
て
、
近
年

高
畑
町
遺
跡
や
津
門
大
塚

町
遺
跡
な
ど
で
井
戸
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

井
戸
の
役
割
は
地
下
水

を
井
戸
枠
の
下
層
で
溜
め

る
こ
と
で
、
そ
の
水
を
汲

み
上
げ
て
、
飲
料
用
水
も

し
く
は
生
活
用
水
な
ど
に

使
用
し
ま
す
。
ま
た
、
井
戸
は
祭
祀
の

場
で
も
あ
り
、
井
戸
の
構
築
時
や
廃
絶

時
に
祭
祀
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

井
戸
の
内
部
か
ら
は
土
器
及
び
斎
串
な

ど
が
出
土
し
ま
す
。
高
畑
町
遺
跡
の
場

合
、
木
簡
が
出
土
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
は
、
こ
の
井
戸
に
つ

い
て
、
井
戸
の
構
造
と
祭
祀
の
種
類
を

説
明
し
、
井
戸
が
年
代
的
に
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
ま
た
、
井
戸
か
ら
出
土

し
た
遺
物
か
ら
当
時
の
祭
祀
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か

に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

調
査
団
の
方
々
に
は
、
こ
の

出
土
し
た
遺
物
を
実
見
し
て
い

た
だ
き
、
井
戸
の
構
造
と
祭
祀

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
　
     （
 山
田
　
暁
 ）

高畑町遺跡から出土した井戸（奈良時代）

井
戸
を
使
う

岡本家文書にみる井戸掘りの記述

発掘された井戸
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西宮歴史調査団通信2017年11月号

西
宮
市
内
に
は
十
二
か
所
の
指
定

天
然
記
念
物
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う

ち
社
叢
林
は
五
か
所
あ
り
、
多
く
の

人
々
が
保
護
に
関
わ
る
保
存
会
活
動

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
天

然
記
念
物
の
森
の
保
護
は
、
（
一
）

森
の
周
り
の
人
々
が
参
加
す
る
保
存

会
、
（
二
）
保
存
会
の
活
動
方
向
を

決
め
る
保
存
管
理
活
用
計
画
、

（
三
）
保
護
活
動
の
推
進
力
と
な
る

活
用
事
業
の
三
本
柱
が
決
め
手
で

す
。
指
定
社
叢
林
に
お
け
る
保
存
会

活
動
を
紹
介
し
て
地
域
を
主
体
に
し

た
活
動
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
都

市
に
お
け
る
「
残
存
林
」
と
さ
れ
る

社
叢
林
の
保
護
の
困
難
性
に
つ
い
て

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
考
え
ま

す
。み

な
さ
ん
も
お
近
く
の
保
存
会
に

参
加
し
て
、
身
近
な
天
然
記
念
物
の

森
を
次
世
代
に
伝
え
る
お
手
伝
い
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

三
　
指
定
文
化
財
公
開
展

平
成
29
年
度
指
定
文
化
財
公
開

（
一
）
兵
庫
県
指
定
（
七
件
）

○
西
宮
神
社
社
叢
（
昭
和
三
十
六

年
）
　
○
満
池
谷
層
の
植
物
遺
体
包

含
層
（
昭
和
四
十
年
）
　
○
海
清
寺

の
大
ク
ス
（
昭
和
四
十
一
年
）
　
○

広
田
神
社
の
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

群
落
（
昭
和
四
十
四
年
）
　
○
日
野

神
社
の
社
叢
（
昭
和
四
十
六
年
）

○
山
口
の
大
カ
ヤ
（
昭
和
四
十
八

年
）
　
○
越
木
岩
神
社
の
社
叢
林

（
昭
和
四
十
九
年
）
　

（
二
）
西
宮
市
指
定
（
五
件
）

○
甲
山
湿
原
（
昭
和
四

十
九
年
）
　
○
八
幡
神

社
の
大
ク
ス
（
昭
和
五

十
五
年
）
　
○
山
口
の

大
ケ
ヤ
キ
（
昭
和
五
十
七
年
）
　
○

公
智
神
社
社
叢
（
昭
和
五
十
八
年
）

○
ク
ス
ノ
キ
（
平
成
三
年
）

※
そ
の
ほ
か
、
西
宮
市
内
に
は
地

域
を
指
定
し
な
い
国
指
定
天
然
記

念
物
に
、
特
別
天
然
記
念
物
オ
オ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
（A

n
d
ria

s

jap
onicus

）
及
び
天
然
記
念
物
ヤ

マ
ネ
（G

lirulus japonicu

）
が
あ

り
ま
す
。

四
  西
宮
市
内
の
指
定
天
然
記
念
物

指
定
天
然
記
念
物
と
保
存
会
活
動

西
宮
市
で

は
、
こ
の
保

護
強
調
週
間

を
含
む
十
一

月
中
に
指
定

文
化
財
公
開

(公
開
展
)を

毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

ほ
か
に
、

保
護
強
調
週

間
に
関
わ
る

行
事
と
し

て
、
さ
く
ら

Ｆ
Ｍ
文
化
財

ウ
ォ
ー
ク
や

紙
す
き
教
室

も
実
施
し
ま

す
。

二　西宮市の文化財保護強調「月間」（十一月） 毎
年
十
一
月
一
日
か
ら
七
日

ま
で
の
一
週
間
は
「
文
化
財
保

護
強
調
週
間
」
（
ロ
ゴ
マ
ー
ク

参
照
）
で
す
。
こ
の
期
間
中
に

は
、
文
化
財
に
親
し
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
文
化
財
所
有
者

や
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
教

育
委
員
会
の
協
力
の
も
と
、
歴

史
的
建
造
物

や
美
術
工
芸

品
の
特
別
公
開
、
文
化
財
ウ
ォ

ー
ク
、
伝
統
芸
能
発
表
会
な
ど

の
様
々
な
行
事
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
文
化
財
は
国
民
共
有
の
貴

重
な
財
産
で
す
。
皆
様
の
身
近

な
と
こ
ろ
で
も
関
連
行
事
は
行

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
を
利
用
し
て
是
非
様
々
な
行

事
に
参
加
し
、
日
本
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

（
文
化
庁
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

一
　
文
化
財
保
護
強
調
週
間
に
つ
い
て

（
合
田
　
茂
伸
）



発行 西宮歴史調査団 西宮市立郷土資料館内＝662-0944 西宮市川添町15-26 ☎0798-33-1298. FAX 0798-33-1799

西宮歴史調査団通信　　12月号　　　　　　　　　　　　　　　平成29年(2017年)12月９日　土曜日

編集・衣笠周司（竜吐水班.橋梁班）

西宮歴史調査団通信2017年12月号
西宮歴史調査団橋梁班は、平成18年から活動

を開始し、今年で11年を迎えました。
市内の橋梁を調査・記録してきた11年間

の活動で、実に1000か所を超える橋梁の
調査カードを集積してきました。現在は、
データの整理を進めています。
今年度、データの取りまとめの段階にな

っている橋梁班に飛び込んだ新人団員（＝
私）が、自分なりに見つけた西宮の橋梁の
観察ポイントを１～３の項目に分けて紹介
します。
１　市内で最も古い紀年銘を持つ橋
２　橋名板が橋面（きょうめん、水平な
面）に付いている橋

３　取り残された親柱

１　市内で最も古い紀年銘を持つ橋
これは、上ヶ原八幡神社の境内へ向かう

際に渡る石橋です。見落としそうな場所な
のですが、親柱をよく見ると「安永八年八
月」（1799年）の銘があります。
２　橋名板が橋面に付いている橋
これに該当する橋は、２ヶ所あります。

今津川にかかる「大屋橋」（田代町１）と
鳴尾新川にかかる「小松橋」（武庫川町
３）です。どちらも付け替えの際に、旧親
柱にあった橋名板を処分せずに設置場所を
替えたことが想像できます。
３　取り残された親柱
この項目に挙げる橋は、有名なものが多

いのですが、夙川にかかっていた「羽衣
橋」（阪急夙川駅前）と「片鉾橋」（夙川
公園内）、旧津門川にかかっていた「ほう
づはし」「まへだはし」「くれははし」
「にんべのしょうはし」（津門集会所前）で
す。
これらの親柱は、道路の新設や河川改修など

で架橋場所ではない所に現存しています。その
理由については、一部報告済みのものもありま
すが、今後ご紹介したいと思っています。

橋
梁
に
見
る
 三
つ
の
「
観
察
ポ
イ
ン
ト
」
橋
梁
班
　
牛
田
孝
次

大
屋
橋

小
松
橋

片
鉾
橋

ほ
う
づ
橋
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一環

「沖仕」が力くらべに用いていたと
記され、港湾労働者の力くらべに使
われてきたといえる。また、越木岩
神社の力石の説明板には、「この石
は、大正年間まで村人たちが力くら
べに用いた石です。持ち上げる事に
より若衆と認められた」とあり、西
宮においても力石は若衆と認められ
る条件として機能していたと考えら
れる。 （猪岡叶英）

画像の資料は、見世物興行の宣伝のため
に制作されたチラシで、興行の内容を表す
イラストや運営者等の情報が印刷されてい
る。画面上部に描かれた桜の木に注目して
ほしい。枝から多数の短冊が垂れ下がって
おり、「西宮」、「神戸」といった地名が
記されている。これらの土地を一座が巡業
したと推測される。それでは、「西宮」で
はどのように見世物興行が催されたのであ
ろうか。
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西宮歴史調査団通信2018年２月号

設立準備の頃、“何のために、
だれを対象に、どのようなもの
を展示する” 施設にするか、その
議論がなかった。結局、常設展
示は、権威ある『西宮市史』に
完全準拠した歴史パノラマとな
った。展示された各種史資料は
収蔵庫に蓄積されたものとは乖
離することになり、
それらの活躍の場は
特別展ということに
なった。しかし、その
会場はギャラリー展
示室と共用、博物館
展示用施設としては
不十分。かくして多く
の収蔵資料は生かされ
る場を失った。館活
動の蓄積のひとつで
ある収蔵資料を生か
すのに、常設展示が
通史中心の展示のままでよいの
か、と思う。

開館以後、その準備をしてき
た文化課がそのまま運営を担
い、文化財係が郷土資料館の担

当となった。以前の文化課文化
財係の啓発事業は、年１回の文
化財講演会と、大型バスを利用
した臨地学習会と文化財ハイキ
ングが各１回、それが今や幾つ
もの啓発事業をこなす。法に準
拠して文化財の保存・活用を図
る部署が、いつまで登録博物館
を運営するのかという問いは正
論ではあるが、地域の歴史情報

を包括的に集約して学習の場と
していくのには、渾然一体とな
ったこの体制も不都合ばかりで
はない。来年度以降大改正が予
定される文化財保護法や博物館
法、その示す方向もまさにこの
ようなものを目指す。この体制

が威力を発揮するのは、存外こ
れからかもしれない。

現在の資料館は、丹念に収集
した資料と専門職員がそろえば
可能になる活動の量と質をよく
示している。そこには多くの可
能性が見える。日常的に行われ
る諸活動は施設や設備の器から

溢れはじめ、単純な継続
はマンネリ化と疲弊を招
きかねないほどに飽和状
態にある。大小を問わず
何か刺激があれば、位相
を異にする次に移行でき
る段階にある。その刺激
とは、ぼちぼち賞味期限
が過ぎつつある常設展示
の小規模リニューアル程
度のことではなく、今ま
で不十分だった展示スペ
ースの拡大や、常設展示

内容の質的な大転換、くらいの
ことが望ましい。次の30年後に
も、学ぼうとする意欲にジャス
トフィットしている郷土資料館
を目指して、今度は十分な議論
を交わしながら次を模索する時
期がきた、と思う。

1『西宮市史』の立体化

“ 博物館 ” 郷土資料館 の これまで と これから

郷土資料館の開館は1985年７月のこと、盛
大な開館記念講演会とともにスタートして30年

以上が過ぎた。いまは、博物館法にいう「登

録博物館」となった郷土資料館のこれからを
考えるため、これまでの郷土資料館を振り返り
たい。 （西川  卓志）

3  郷土資料館の今後

2  郷土資料館活動の拡大
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西宮歴史調査団通信2018年３月号
昨年度の報告会に合わ

せて発行した「西宮歴史調査
団通信」2017年3月号で、
「次を目指して」と題して、
皆さんにとって2017年度がど
んな一年になるのか楽しみで
すねと記しましたが、いかが
でしたか？

西宮市にとっては、96年ぶ
りのビックニュースが飛び出
した一年でした。

そのニュースとは、甲山森
林公園内の徳川大坂城の石垣
採石場跡が、「大坂城石垣石
丁場跡　東六甲石丁場跡」と
いう名称で、国史跡に指定さ
れたというものです。何年に
もわたって、航空測量・現地
踏査・発掘調査を積み上げて
きた成果です。

昨年度も「西宮神社御社用
日記」が兵庫県の重要文化財
（古文書）に指定されたばか
りです。いろんな分野の
学芸員が、それぞれに
「頑張った！」と、自画
自賛しています。

調査団の調査活動も、
各班それぞれに積み上げ
を続けています。平成18
年の発足当初から始めた
橋梁班の現地調査は約
1,000本の橋の調査を終

え、報告書刊行のため
の作業に入ります。竜
吐水班は調査のピーク
にさしかかったところ
ですが、石造物班は未
調査の神社が残り少な
くなりました。古文書
班も、はるか彼方かと
思われたゴールが見え
てきました。

皆さんの活動は「地
道」という言葉がぴっ
たりですが、そのしっか
りとした取り組みが、他
の文化財関連ボランテ
ィア団体から注目され
ています。
昨年3月の「歴史遺産

保存活用フォーラムin
尼崎」では、保護・活
用の対象となる遺跡・施
設を持つのではない当
調査団の独自性が浮き

彫りになりました｡
さらに、ひょんなことからつ

ながりが生まれた京都市のNPO
団体からは、整備された江戸時代
の竜吐水の実演体験の機会を得
ました。その団体からは、「市民
目線の文化財調査」が続けられ
ているのが興味深いとのコメン
トをいただきました。
そうした評価をもらうのも、他

の文化財関連ボランティア団体の
多くが、文化財行政の一端を担っ
たり、博物館等の友の会的な活動
や学芸員の普及活動を手伝ったり
ということを主としているからです｡

つまり、当調査団は「手伝う」
役ではなく、団員さん自身がメイ
ンのプレーヤー、そして学芸員
は、皆さんとともに歩むバイプレ
ーヤーなのです。

何事も、主役・脇役のいずれか
だけが素晴らしくてもだめだと思
います。両者が互いに刺激し合

い、歩み続ける
ことが肝要です｡

さあ､皆さん､
これから先も、
共に輝けるよう
に、進みましょ
う！
そして､来年度

も､どんな一年に
なるでしょう？
楽しみです！
（西尾  嘉美）

皆
ん
な
が
 メ
イ
ン
プ
レ
ー
ヤ
ー
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平成28年度活動報告会の様子
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